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消防特別点検

　11月 3日（祝）市役所駐車場で消防特別点検を行い

ました。消防団員が一同に集まり、服装規律や消防

車両の点検を行うとともに、指揮統制の取れた組織

体制を確認しました。これは、火災多発期に向かうこ

の時期に毎年行っています。

パパママ教室

　10月 30日 (日 )ウェルス幸手で、平成 29年 1月～ 3月

に出産予定の人を対象に、パパママ教室を開催しました。

　参加したみなさんは、保健師の指導のもと赤ちゃんの沐

浴について学び、もうすぐ新しい家族が増える喜びを、改

めて感じているようでした。

第 56 回幸手市文化祭

　11 月 5 日（土）・6日（日）アスカル幸手で文化祭（展

示・発表部門）が開催されました。

　日ごろの研鑽の成果が展示作品やステージ発表な

どで披露され、2 日間ともに多くのみなさんにご来

場いただきました。
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子供たちの安全を守るために
～学校・地域が連携した取組～

防犯栄誉銀賞受賞

戸島安戸防犯協力会会長　野村　義雄氏（大字戸島）

　10 月 11 日（火）さいたま市内で開催された「防犯のま

ちづくり県民大会」において、長年にわたる地域の子ど

もの見守りや防犯活動に対し、警察庁長官と（公財）全

国防犯協会連合会会長から「防犯栄誉銀賞」を受賞され

ましたので、ご紹介します。

埼玉・教育ふれあい賞受賞

特定非営利活動法人 クラブ幸手（理事長 野口貞三郎氏）

　10 月 22 日（土）さいたま市内で開催された「埼玉・教

育ふれあい賞表彰式」において、長年にわたる地域社会

の連携のもとに、スポーツ、文化活動を推進したこと

に対し、埼玉県知事から「埼玉・教育ふれあい賞」を受

賞されましたので、ご紹介します。

学校教育課

　市教育委員会では、子供たちの安全を守る

ため、学校と地域が連携した取組を行ってい

ます。

　市内各小学校区では、県から委嘱を受けた

保護者や地域のみなさんが、スクールガード・

リーダー（地域学校安全指導員）として、登

下校の指導、通学路安全パトロールなどを中

心に、学校と連携して学校内外での安全確保

に取り組んでい

ます。

　なお、スクー

ルガード・リー

ダーの活動と小

学生との交流に

ついては、道徳副読本として平成 28 年度に

児童・生徒に配付した「道徳のまち さって」

でも取り上げています。

　また、子供たちの緊急

避 難 所 と し て、 市 内 約

700 軒の家庭や事業所に

登録いただいている「子

ども 110 番の家」につい

ては、平成 28・29 年度の 

2 年計画で、新しいデザイ

ンの看板への交換を進めているところです。

　市教育委員会では、今後も学校とスクール

ガード・リーダーのみなさんを始めとした地

域のみなさんとが連携し、子供たちの安全を

守るための活動を推進していきます。


